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～調査からわかった、今すべきこと～

の従業員の多くが「定年後も継続して働きたい」と考えていますが、「定年後も雇用してࡀ��　

もらえるのだΖうか」と不҆を๊えている従業員もগなからずいます。

　将来に対する不҆を๊えた状態では、をもって業を行することがしくなるだけではな

く、定年後も雇用したいという会ࣾの意ਤをらないままଞࣾへస職してしまうՄ能性もあります。

　能力や経験を最大限に活かしながら働いてもらうためには、従業員本人に対して「会ࣾにとって貴

重なଘࡏであること」や「定年後も働き続けて΄しいと考えていること」等を、લもってेに伝え

ておく必要があります。

10*/5�� ʮఆޙಇ͖ଓ͚て΄͍͠ʯࢫΛ͖ͪΜͱ͑·͠ΐ͏ɻ

　定年後の役ׂや働き方をイϝーδしやすいよう、定年後に関する情報をੵۃ的にఏڙしておくこと

も重要です。

　将来のࣗࣗ身の役ׂや働き方が໌確になることでϞνϕーγϣンが高まれば、ٕज़・ٕ能のݟ直

しや৽しい識のशಘにつながります。これらは、後進の育成やٕज़・ٕ能の伝ঝにも役立つことで

しΐう。

　さらには定年後の金ֹ等をѲすることで、定年後に対するയવとした不҆が১され、҆৺し

て定年をܴえることができるようになります。

10*/5�� ఆޙにؔ͢るใΛੵۃతにఏ͠ڙ·͠ΐ͏ɻ

　Ճ齢による体力低下や݈߁状態のม化は୭にでもىこります。これまではि 6のۈや業を

なくこなしていた人であっても、そのような働き方が体力的にしくなってくるケースもあるこ

とでしΐう。また、本人がんでいても、家庭の事情により今まで通り働き続けることがࠔになる

ケースもあります。例えば、「家の介護があるため、సۈができない」等がそのҰ例です。

　人材不足が深刻な今、長年ഓってきたٕज़やٕ能を持つ人材は貴重なଘࡏです。会ࣾの事情にরら

し߹わせながら、働く意欲がある高年齢従業員に対しては、Մ能な限り個ผの事情にྀしたۈܗ

態を用意することがましいでしΐう。

　また、会ࣾશ体でワーク・ライフ・バランスの実ݱに取り組むことも、高年齢者のみならず多くの

従業員に長く働いてもらうためのҰ助となります。

10*/5�� ՃྸにΑるମྗԼɺՈఉͷࣄにྀ͠たۈܗଶに͠·͠ΐ͏ɻ
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